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【目的 】我 々 は 、枯草菌 を微生物農薬 として利用 出来る こ と、ま た こ の 菌の

植物病抑制効果が その 代謝産物で あ る iturin　A に よ る こ とを 明 らか に して

きた 。従 来まで は枯 草菌 の iturin　A の 生 産能力 は 数 IOO 　mg ／L であ った tt本
研 究 で は、培 地 を改良す る こ とに よ り iturin　A を 高濃 度 生 産 させ 、こ の 培

養 液 を用 い た 植物病抑制効果に っ い て 検討 した 。
【方法及び結果】繭株 と して BaciUeks　subtiliy　RB14 −CS を用 い 、改良培地 と

し て Soy　bean　powder 及 び Maltose を主 成分 とす る培地 を 用 い たc 改良培

地 を用 い る と 、iturin　A 生産量が従 来の 培地 の 約 15 倍 とな っ た。Rhizocttmia
soia・ni の ト マ ト苗 立枯病 に対す る ポ ッ ト試験 にお い て 、こ の iturin　A 高濃

度培養液を上壌に施用 したとこ ろ、従来の 培養液 を施用 した 場合に 比 べ て

著 し く高い ト マ ト苗立枯病抑制効果 が確認 された 。ま た、iturin　A 高 濃度

培 養液 の施 用 量 と植物病抑制効果 の 間に は比例関係 が成 り立つ こ と も明 ら

か に な っ た ．

【N的1 こ れ まで 、食品 工 揚 等で 使用 され る殺菌剤 と して 、ハ ロ ゲ ン 系 、ビ

グア ナ イ ド系、界 面活 性 剤系 、アル コ
ー

ル 系等が 開発 されて い る c こ れ ら

の 中で 、広 範か つ 即効的 な殺 菌力 を 持つ ヨ ウ素剤 に 着 目し、安定性 に優れ 、
ヨ ウ素臭 を 軽減 した 新規 ヨ ウ素系殺 菌剤 の 開発 を 目的 と して 検討 を 行っ
た ．
【結 果】高濃度 の ヨ ウ 素分子 を 可溶化 し、安 定に 保持す る化合物 につ き検討

し、エ チ レ ン グ リ コ
ー

ル を 選 択 した、，更に 添加す るヨ ウ化物種 の 険討等 を

行い 、ヨ ウ素分孑
．、エ チ レ ン グリコール 、ヨ ウ化 ナ トリウム 、リン 酸か ら

な る、安定性 良好で ヨ ウ素臭の 少 ない 高濃 度製剤 を開発 した．本 製剤 は低

い ヨ ウ素濃度で も細 菌．糸 状 菌、酵母 に 対 し即効的、殺 菌的に 作用 し、細

菌芽胞 に対 し て も殺菌活性 を 示 した ．
　更に 殺芽胞活性 を増強す る た め、過 酢酸 との 混 合剤 の 検討を行い 、ヨ ウ

化 物イ オ ン と過酢酸に よる ヨ ウ素分子 生成反 応を利用 した 2 液タ イ プ の 殺

菌剤 を開発 し た。本剤 は A 液 及 び B 液がそ れ ぞれ ヨ ウ化 カ リウム溶 液及 び

平衡過酢酸溶液で あ り、B 液 は過酸化水 素 濃度が 劇物濃度以下にな るよ う

平 衡化 され て い る。本剤 の A 液及び B 液 の 希 釈 混 合 液 中で は 速やか に ヨ ウ

素 分 子 が 生成 され 、ヨ ウ素分 子及び 過酢酸の 混合液 となり、同濃度の ヨ ウ

素液 と比 べ 細 菌芽胞 に対す る殺菌活性 が増強 され てい た。
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【目的】 − 業的 に 幅広 く 用 い られ る ノ ニ ル フ ユノ
ー

ル エ トキ シ レ
ート

〔NPEO ＞は、環境中へ放出 され る と、低 分子化 され有害物質 になるこ とが

報告 されて い る。それ ら NPEO にお い て高い 分解能 を示す微生 物 を検索

し 、微生 物分解過 程 及 び 分解 物 の 解 明 と、環境浄化への 応用 を検討 した。
【方法 と結 果】対象を 工 業用 廃水 と し、NPEO （n

＝2〜15）の 1％ （w 〆v）水溶

液中で 生 育で き る微生 物 の 単 離 を行 い 、24 菌株 を得た．それ ら菌株 の 同定

試験 を行い 属性 ご とに 菌株数 を 絞 り込 み 、TLC 及び HPLC に よ っ て 分解

性 の 確認及 び エ チ レ ンオ キ シ ド付加モ ル 数の 差異 に 基づ く分解能 を評 価 し

た と こ ろ、E・nterobaceor 　tuの 1菌株で あ る G42 株 が 、　 NPEO に対 して 最 も

高い 分解能 を示 した e
　また 、カ ラ ム ク ロ マ トグラ フ ィ

ー
及び分取 TLC により、エ チ レ ンオ キ

シ ド付加 モ ル 数の 異なる NPEO の 単離 を行 い 、　IR 分析 にて エ チ レ ンオ キ

シ ド付 加 モ ル 数 を確 認 後 、各付加モ ル 数で の 微生 物生 育挙動 をは じ め、分

解速度 及び 分解パ タ
ー

ン の差異 を検討 した．その 結果、付加 モ ル 数 8 モ ル

以上 で 分解 速度 が 早く な る傾 向 が示 され 、各付加モ ル 数 におい て も分解パ

タ
ー

ン が 異なる こ とが示 唆 され た。こ れ らNPEO を 単離 して 分解過 程 を評

価す る こ とに よ り、明 らか なメ カ ニ ズ ム の 解 明が で き．特定微生 物 を用 い

た 分解 処 理 法 の 技術 に も応 用 で き る こ とが考 えられ る．

　目的 ：鉄酸化細菌 は、バ クテ リア リ
ー一チ ン グ等応用 的に も重要な好酸性

の化学合成独立 栄養細菌で あ る。最近 我 々 は 、At．　Ferreoxidams　APl9 −S の タ

ン グス テ ン に よ る生育阻害機構 を検討 し、タ ン グ ス テ ン が AP19 −B 株の チ

トク 卩
一

ム c オ キ シ ダ
ーゼ に 強く結合 し ．鉄 酸 化 酵 素 を 阻 害す る こ とに

よ っ て生 育を 阻 害す る こ とを明らか に し た。研究の 過程で 本オ キ シ ダ
ーゼ

よ りも更に 大量の タ ン グ ス テ ン を結 合 で き る未知 の 膜 タ ン パ ク質が 細胞 膜

に存在す る こ とが 明 らか に な っ た の で ．今回 、こ の タ ン パ ク質 をタン グ ス

テ ン 結合 タン パ ク質 （WBP ） と命名 し、精 製 と性 質 の 検 討を試み た 。
材料及 び 方法 ：本菌 の 細胞 膜を 1、5％ 1−o−octyl −D−glucopyranoside 〔OGL ）

で 可溶化、超遠 心分 離後 の 上 清画分を得 た。本 ヒ清画分 を透析後生 成す る

緑色沈殿1面分を 2％ OGL に再 可 溶化 、　CM −Toyopearl　650M カ ラ ム ク ロ マ

トグラ フ ィ
ー、TSK ・C］ELGsooeSW 　b”ル 濾過 カ ラム ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ーを

用い て WBP の 精製を 行 っ た 。タ ン グス テ ン の 結 合量は チオ シ ア ン 酸 吸光

光 度法 で測定 した．
結果 ：最終精製サ ン プル の Native−PAGE は 1本 の バ ン ドの み を示 した 。未

変成 WBP の 分子 量 は 26．4 　kDa で あ った 。また SDS −PAGE よ り WBP は

12及 び 20　kDa の サブ ユ ニ
ッ トか ら搆 成 され るヘテ ロ ダイ マ

ータ ン パ ク 質

で あ った。膜画分及び精製 された WBP 　hng タンパ ク質当た りの タン グ ス

テ ン結合量 は、それぞれ 155及び 15D6 マ イク ロ グ ラム で あ っ た 。10mM

の モ リブデ ン 酸、バ ナ ジ ン 酸、銅 、カ ドミ ュウム 、マ ン ガ ン 、コ バ ル ト等

の 重金 属の 共存 に よ っ て タ ン グ ス テ ン の WBP への 結合 は阻害 されなか っ

た こ と か らWBP はタ ン グ ス テ ン を特 異 的 に 結合する タ ン パ ク 質 と考え た。
WBP の 生理 的役割 に 関 して 現在検討中で ある．
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